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1.研 究目的

本研究は,2007年 度芝浦工業大学プロジェクト研究助

成に基づく研究 「古典柔術技能に関する教材の開発研究」

(研究代表者 !菅沢茂)の 一環で,筆 者らが2007年度の研

究テーマとして行うものである。

伝続文化理解教育の推進は,2006年 12月の教育基本法

改定に伴い,国 や地方公共団体において重要な教育行政施

策となってきている。わが国の伝統文化が国際理解教育の
一環として,次 世代に継承され発展する意義は大きい。し

かし,現 在のわが国の学校教育において伝統文化教育の導

入は遅れ,か つ多くの学ぶべき内容が失われてきていると

また,児 童生徒用の適切な伝統文化教材も不足しており,

例えば,柔 術 剣 術 弓 術などの古武道をはじめ切花,茶

の湯などの生活文化に至るまで,明 治維新を機に表退して

きたといえよう
D。これらは主に形稽古を通して技の修得

と′いの修養を図る方法をとり,形式知 (技術)と暗黙知 (技

能)を 独特の日伝技法によって, ごく限られた対象に伝承

している。現代の学校教育においても,形 や礼儀作法の修

得を通して豊かな人間性と社会性の育成を図る上で,重 要

な意義と役割を担うものと考えられる。

2009年度から移行実施される学習指導要領においても,

改訂で充実すべき重要事項の一つに 「伝統や文化に関する
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教育の充実」が挙げられている〕
。すなわち,「国際社会

で活躍する日本人の育成を図る上で,我 が国や郷上の伝統

や文化を受け止め,そ のよさを継承 発 展させるための教

育を充実することが必要である。」と述べ,各 教科等の重

点課題が指摘されている。また,特 に保健体育科では,武

道の指導を充実し,我 が国固有の伝統や文化に, よリー層

触れることができるようにすることが重要である, とされ

ている。

しかし,特 に古武道における伝承の困難さは,熟 練者の

持つ暗黙知をスムースに移転できないことにあり,一 般成

人用図書に比べても,児 童生徒用のより分かりやすく使い

やすい教材の開発が困難であつたものと考えられる。この

ため, これまで経験や勘に頼ってきた技能伝承の方法につ

いて,科 学的で合理的な手法を取 り入れることが大切であ

り,そ れによって難解な古武道に関する指導計画の作成及

び教育用テキス トや映像教材の作成がより早 く,適 時道切

に行えることになる。その結果,学 校教育の場で,技 術

技能はもとより,思 いやりの心や規範意識, 自尊感情の育

成など古武道による技と′いの教育は飛躍的に普及すると考

えられる。さらに, この方法論は武道に限定せず,地 域の

伝統文化や工芸美術などの技能教育分野に適用が可能であ

り,そ の発展の可能性は広がっている。

本研究は,旧 会津藩の上級武士に伝えられた大東流柔術

(やわら)Dにテーマを絞 り,そ の洗練された動作,護 身と

健康の思想,精 神文化などに着目し,そ の体系化と現代化

をめざした教育方法を確立しようとした。その試みとして

今年度は動画教材 マ ニュアル,技 能分析表の作成を通し

てその可能性を検証することにした。具体的には, これま
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で難解とされてきた古武道に関する伝承計画を明らかにす

るとともに,簡 便な教育用テキス トや映像教材を開発 した

い。これを発展させ,今 後は地域の学校j家 庭及び社会教

育団体に普及することとしたい。

2.研 究方法

古武道としての大東流柔術に関する指導計画を編成する

た め, cuDBAS(Cuコ hculum Dttelopment Based on Abilitv

Stnlcturc職業能力の構造に基づくカリキュラム開発手法。

以下,「クドバス」という。)を 用いることにしたつ。この

手法によって熟達者の能力を実証的に分析 し, これをもと

にプログラムを開発し,教 材を作成することにした。これ

によって,日 伝技法の評価,プ ログラム作成,教 材作成等

の開発を短期間で実証的 科 学的に行うことができる。ク

ドバス手法は社会人対象の職業教育に用いられてきたもの

であり,身 体教育及び道徳教育分野に活用するのは,初 め

ての試みである。

本研究は以下に示す3ケ年全体計画のうち,2007年度計

画として実施するものである。

21  2007年 度計に軍

(1)新渡戸稲造著 F武士道』による柔術 (やわら)の定義ゆ

を踏まえ,大 東流柔術における技能の形式知化及び指導

計画作成に必要な工程表を検Hlする。

0 大 東流柔術の一派である 「日本伝 (大東流三大技法)

合気柔術恒元会」の教伝課程と伝位について調査し,基

本的な技術,技 能項目について分類整理しておく。

●)中 学校学習指導要領における体育分野等をあらかじめ

調べる。

“)ク ドバス チ ャT卜 (試用版)を 作成し,そ れに基づ

き技能分析表を作成する。(注tク ドバス手法は名刺大

のカード各自30枚程度を用いて記入し,内 容を検討し

てマトリクスに整理するものである。)

に)中 学生対象の大東流柔術の教育内容を精選した指導計

画案)テ キスト及び試用版映像教材を作成する。

0 ア ンケートによる映像教材の評価をおこなう。

22  2008年 度計 [軍

(1)研究協力者による高校生対象の技術 技 能項目のリス

トの作成

修)ク ドバス テ ャートの作成

●)テ キスト及び試用版映像教材の普及実施 点 検 評 価

による教材の精度向上

23 2009年 度計画

(1)指 導者対象の大東流柔術伝承マニュアルの作成 (マ

ニュアルの構成 :①技能分析表,② 典型課題 学 習書,

③評価シート,④ 学習用ビデオ)

物)試 用版教材の普及公開,点 検 評 価によるテキス ト及

び映像教材の更新,完 成版の作成及び普及公開

和夫 浅 井 勲

3.結 果とその検討

31 作 業工程豪の作成
現代柔道や合気道とは異なる特質を持つ古武道,大 束流

柔術における技能の形式知化及び指導計画作成に必要な作

業工程表を作成した。(表1参RR)

表 1 作 業工程表

Tabic 1  0peratlo3 SChedule

1教 材開発テーマの設定

2ク ドバス

チャー トの作

成

3映 像教材つ

くり (PPrに

よる)

工

程

項

目

○伝承すべきテーマの設

疋

新渡戸稲造F武士道』

の中の 「柔術」の解

説文の検討

学習指導要領におけ

る現在の競技武道の

ねらい,方 法,内 容

について分析 し,古

武道教育と対比させ

る。

○競技武道とは異なる技

能を伝える。

○柔道,剣 道及び合気道

との差別化)静 かなる

稽古。

○形の学習が徳育につな

が る伝統 的 な教 育形

態,文 武両道

○ポイント

技 (礼儀や形)の 習

得

道徳性の瀬養

①中学生を対

象 とするク

ド タヾ ス

チャー トの

作成

2年 ～10

年経験者

による作

成

技の習得

と徳性の

向上

技の段階

的習得

徳性の種

類(分,U)

○技能分析表

の作成

○工程別技能

分析表の作

成

○映像撮影

○技能分析表

の文章と撮

影した画像

を POwcr

Point に P占

り付ける。

32 中 学校学習指導要領の吟味

2007年度の研究では, まず中学生用の教材を開発する

こととし,中 学校学習指導要領解説書保健体育編,特 別活

動編,道 徳教育分野について吟味した。例えば,体 育分野

では,武 道が選択履修に位置付けられ,か つ現代の柔道,

剣道,相 撲のみが例示されている。また,「武道は,武 技,

武術などから発生した我が国固有の文化として伝統的な行

動の仕方が重視される運動で,相 手の動きに対応した攻防

ができるようにすることをねらいとし, 自己の能力に適し

た課題の解決に取り組んだり,勝 敗を競い合ったりする運

動である。また,礼 儀作法を尊重して練習や試合ができる

ことを重視する運動である°。」とあることから,学 校教

育における武道は,形 の習得よりも試合や競技に重きを置

いていると言える。

菅沢  茂  森
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33 大 東流柔術 の伝位 と内容の分類整理

現代武道である柔道や合気道の源流とされる大束流柔術

の一lTRである 「日本伝 (大束流三大技法)合 気柔術恒元会J

の伝位 (伝承の段階)と 技法内容について,分 類整理し慨

括した。(表2参 照)

表2 伝 位と教伝課程

Tablc 2  Thc gradc―systcn andぃなining courses

一
般 専 門

習

間

練

期
年齢 教伝課程

伝

位

7 級

|
1 級

朔
雄 礼儀作法

大東流 「合気柔術」

久琢磨伝初伝技

柔術史

昨
姓

歳

上

‐５

以

初段 舛
雄

同久琢磨伝中伝技

同奥伝技

大東流 「柔術」

秘伝 目録

日本伝 (大東流三大技法)

合気柔術

鶴山晃瑞伝初伝 中 伝

奥伝技及び教外別伝

弐段 幕
焼

参段 幹
比

峨
「
搬

理

装

代

教

歳

上

４０

以

日本伝 (大束流三大技法)

合気乗術鶴山晃瑞伝秘伝

技

大束流 「合気之術」鶴山

晃瑞伝
師範

34 ク ドバス ・チ ャー トの作成及び単元設定

現在,大 東流柔術を練習中である中学生及び社会人初心

者廷べ 6名 を選び,中 学生が何をできて,知 っていればよ

いのか, カー ド各 30枚 に記入 し,記 入後に一度集合 して

分類整理してクドバス チ ャートを作成した。さらに, こ

れを基にして単元項 目を設定 し,単 元ごとの時間配分を

行った。(図1～3参 照)

35 技 能分析表 に基づ く映像教材 の作成

以上の結果に基づき学習の単元項目を設定し,技 能分析

表 (図4参 照)を 基にして教材用の映像をビデオカメラで

撮影 し,パ ヮーポイント (以下,「PPrJと いう。)の 利用

による試用版映像教材 CD R(PPT61シ ー ト)を 作成した。

(図5～10参照)以 下に,技 能分析表の一部分とPP「シー

トを6枚 紹介する。白枠で囲つた部分が動画であり, 自動

的に作動しかつ,動 画が拡大したり,文 字のアニメーショ

ンによる解説が現れ消えたりするなど工夫が施されてい

る。なお,PPT全 体の内容構成については,本 稿末に一覧

図 2 単 元項 目

Fig 2  Thc itcm about all units

図 3 -単 元の時間割

Fi3 3  Tlmctablc for Onc unit

図 4 技 能分析表 (一部分)

Fig 4  A pall of sk11l analysis tabic
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は 5  P P T第 1シ ー ト

Fig 5  The l s`hcct of PPT

図 6  P P T第 3シ ー ト

Fig 6  The 31d shcct of PPT

図 7  P P T 第 4シ ー ト

Fis 7  The 4th sheet of PPT

表にまとめてHjlらかにした。(表11参照)

36 ア ンケートによる映像教材の評価
(1)評 価方法

調査用紙又は電子ファイルの回答によるアンケー ト調査

図 8  P P T 第 1 6 シー ト

Fig 8  Thc 16th shcct of PPT

図 9  P P T 第 2 0 シー ト

Fig 9  Thc 20th sllcct of PPT

図 l o  P P T 第5 3 シー ト

Fig 10  Thc 53th sheet of PPT

で行った。アンケー トのな頼は,大 東流柔術の 1～5年程

度の経験者 15名を対象に行ない!そ のうち 10名の回容が

あつた。回答者 10名の年締構成は,20～50歳程度である。

今回の映像教材は試用版であることから, まず大束流柔術

| | |■ |■ ,■|,■  々 ,,■ |ltil■|十十  11.|li■ '
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の経験者による評価を行なった。2008年度はその結果を

踏まえて教材を精査更新した上で, さらに中学生 高 校生

対象にアンケー ト調査を行い,教 材の完成をめざすことと

した。

アンケー ト内容は,多 肢選択による評価と自由記述によ

る意見,感 想,改 善点,要 望とからなっており,そ の項目

は表 3の とおりである。なお,アンケー ト本文については,

本稿末の表 12に示すことにする。

表 3  ア ンケー ト項 目

Table 3  The item oF a quest10nnalЮ

1 映 像教材 [「日本伝大東流合気乗術 抑07J]の 下記テーマ

01～12について,4点 法及び自由記述で回答を求めた。

く内容全般>

<取 扱方法>

<ご 意見 ご 感想 改 善点 (自由記述)>

01 !升し

02i合 気上げ

031人 方投げ

04! 素振 り

05i受 身

06;合 気基本操法

07i膝 行法

08i転 身!相 対動作

091-箇 条 (対片手取)

10i一 箇条 (対正面打)

11!四 方投げ

12 i / 1|ヽ←返 し

●全体 を通 しての意見 感 想 改 善点 (自由記述)

2 本 教材難易度 (自由記述)

0中 学生にとっての難易度

3 そ の他ぅ意見 要 望 (自由記述)

0 評 ″点による評価

映像教材 「日本伝大東流合気柔術 2007(試用版)」のテー

マ01～12について,「内容全般Jと 「取扱方法」に分けて,

大東流柔術経験者に対して評点による評価を試みたの。ま

た,各 テーマの意見j感 想を自由記述で求めた。

(「内容全般」についての評価)

「内容全般」について,「①とても参考になった」(4点),

「②参考になったJ(3点 ),「③あまり参考にならなかったJ

(2,点),「④参考にならなかつた」(1点),の 4つの選択肢

で答えさせた。各テーマの合計得点は,表 4の とおりであ

る。合計得点の平均点は,3408で あることから,平 均値

25に比べると,お おむね高い評価がなされたものといえ

よう。「02:合気上げ」が37で最も評価が高く,「09:一

箇条 (対片手取)Jが 36,「03:人方投げ」35と続いている。

「07:膝行法」が32で最下位となっている。「o2:合気上げ」

「09:一箇条 (対片手取)」「03:八方投げ」は,共 に多角

度から撮影した動画や静止画が豊富に盛り込まれ,か つ細

かい動作を多展開の静止画を基に,分 かりやすい解説に努

めている。一方,「07:膝 行法Jは PPT2シ ートだが,2枚

表4「 内容全般Jの 評価得点

Tablc 4   Thc cvaluation scole of rco■tents atiargc"

表 5「 取扱方法」の評価得点

Tablc 5 The cvaluation scorc of ulc rllandlitt lllcth。ご
'

A B C D E F G H I J 得点

01:キし 4 4 3 3 4 4 3 3 2 3

02:合 気上げ 4 4 4 3 4 4 4 4 3 3

03:人 方投げ 4 4 4 3 4 4 4 3 2 3

04:素 振 り 4 3 4 3 3 4 3 4 3 3

05:受 身 4 4 4 3 3 2 3 4 2 4

06:合 気基本

操法
4 4 4 3 2 3 4 4 3 3

07:膝 行法 4 4 4 3 3 3 4 2 3

08:転 身,相

対動作
4 4 4 3 4 3 3 3 3 3

09:一 箇条術

片手取)
4 4 4 3 4 4 4 3 3 3

10:一 箇条針

正面打)
4 4 4 3 4 3 4 2 3 3

11:四 方投げ 4 4 4 3 4 3 4 2 3 2 33

12:幻 手ヽ返 し 4 4 4 3 4 3 4 2 3 3

平均値 40 292 Rミ 費 332 ヽくR 17

A D C D E F 6 H I J 得点

01 :本と 4 3 3 3 4 2 3 3 3 4

02:合 気上げ 3 3 4 4 3 4 4 3 3 33

03i八 方投げ 4 4 3 4 3 4 3 2 2

04:素 振 り 4 4 4 3 3 4 3 3 3 4

05!受 身 4 4 4 3 3 2 3 4 3 4

06:合 気基本

操法
2 4 4 3 2 2 4 4 2 4

07i膝 行法 3 4 4 2 3 4 3 4 2 3

08:転 身,相

対動作
3 4 4 3 4 4 3 4 3 4

09!一 箇条側

片手取)
4 4 3 3 4 4 4 3 3 4

101-箇 条側

正面打)
4 4 3 3 4 3 4 3 3 4

111四 方投げ 4 3 4 3 4 1 4 3 3 2

121小 手返し 4 4 4 3 4 2 4 3 3 4

平均値 〕42 171 Rミ R ■■zt,
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日のシエ トは同一の動画を拡大して再掲 したに過ぎず,解

説文もあっさりとしており,微 妙な重心移動などのコツが

十分に表現されていない。このような点が低い評価につな

がったものと考えられる。

(「取扱方法」についての評価)

各テーマの合計得点は,表5のとおりである。「取扱方法J

については,「o8:転 身,相 対動作」「09:一 箇条 (対片手

取)」が共に36で最も高い評価であり,「素振り」「一箇条

(対正面打)」「小手返しJが 35でこれらに続いている。一

方で,「八方投げJ「合気基本操法J「四方投げ」が共に31で,

最下位である。高く評価されたテーマを見ると,動 画配列

のバランスがよく複数の動画が始動するタイミングの設定

がよくできている。これに対して,低 く評価された項目を

見ると,動 画や静止画の展開が平板で分かりにくい印象を

与えているのではないかと考えられる。

(自由記述回容による評価)

以下に,各 テーマの内容や取扱に関して, 自由記述回答

による意見,感 想について,そ の一部を列記する。各回答

文の末尾に,そ の評価傾向を○,△ , ×で示した。

テーマ項目の02:「合気上げ」は 「内容全般」で,08t「転

身,相 対動作」は 「取扱方法」でそれぞれ評点法による最

上位の評価を受け,07:「膝行法」は 「内容全般」で最下

位の評価となっている。おおむね評点による評価結果と自

由記述による評価とが一致しているといえよう。(表6～8

参照)

表6 自 由記述 項 目02:「合気上げJ

TabL 6 Frcc dcscttPhon ltcn 02:`な臨範ず
'

Aモ 複数の熟達者の人のものが幾つか見られると,共 通の

エッセンスが読み取れてより分かりやすいと思う。△

B:合 気上げの基本操法がよく分かつた。】寸の角度や,lllの

開き具合がよく分かった。○

手の形が,初 心者の方には分かりにくいと思う。X

D:「合気上げの動組 1」の 「掌の回転のしかた」のリンク

が切れていた。×

「合気上げ～合気上げの動線」までの後ろからのアング

ルで,手 の動きが見にくかつた。△

「合気上げの練習方法Jの アングルが見やすかった。①

E:形 ,動 作を動画で見せているのでわかりやすいと思う。

○

奥の深さ,拍 子, タイミング,合 気については実践しな

いとつかめないので,教 材としてはこのレベルでよいの

ではないか。○

F:分 かりやすかつたと思う。①

欲を言えば, もう少し映像に気を配りたかったと思う。

△

G:初 歩の手ほどきが非常に重要であ り, この点を詳細に説

明していることが貴重である。○

Hモ動画の画質が悪い。×

It応 用編は参考になる。○

和夫 浅 井  勲

また,「全体を通しての意見 感 想 改 善点Jに ついて

は肯定的な評価が多数を占めており,「中学生にとっての

難易度」については肯定よりも,否 定的な見解が目立って

いるように考えられる。(表9～10参照)

4 .ま とめ

中学生対象の本映像教材,プログラムの妥当性について,

アンケー ト結果をみると,概 ね,そ の意義と役割が肯定的

に評価されたものと考えられる。

課題としては,中 学生の発達段階に即した単元内容と単

元構成の工夫という点が最も重要である。アンケートの自

由記述によると,学 習者が初めてこの教材に接するのであ

れば,中 学生はもとよリー般成人においても戸惑うのでは

ないかとする意見が散見された。また,中 学生にとって果

たしてPPTの 操作が,どのくらいの負担となるものかなど,

パソコン操作上の課題についても引き続き検証し,平 易な

操作を可能とする工夫が必要となろう。

今後は,試 用版映像教材 2007を 中学生,高 校生が実際

に使用し,そ の評価をもとにして適切な内容構成と操作性

表7 自 由記述 項 目o8i「転身,相 対動作J

Tablc 7 Flcc dcschption Iに血08:`tellslun,sohtZaldohsど

A:全 部畳の線上で行ってくれると見ている人がイメージし

やすいと思う。△

B:順 序立てて練習でき,体 拐1きも身に付く良い練習だと思

う。○

特に足弱1きは,と ても参考になった。○

E:動 きが上半身,下 半身とならべて表示してあり,細 部ま

でわかりやすくてよい。○

F:足 元をフォーカスした表現は分かりやすかつたと思う。

○

袴無しの映像もあっても良かったのではないか。△

表 8 自 由記述 項 目研 t「膝行法」

Tablc 8  Free desttpt10n ltean 07: shi貼oh―hou

Ai袴 で足の細かい運びや動きが見えにくいのが残合だ。△

D:全 体を定位置で見せてから,部 分を見せる方が分かりや

すV とヽ思う。 ×

E:演 技者のゆらゆらした動きがいかにも奥義を退想させる

べくいいものだと思う。○

Ct中 高生の場合,発 達途上の体躯であるため,指 導する場

合,形 だけに捉われず,肘 の下 (丹日)の 重心移動を意

識させ,膝 や股関節への無理な員担をさせないように,

気を付けることも重要であると感じた。△

H:読 みづらいので,ふ りがなをつけてほしい。△

It重 心の移動方法等が分かりにくい。×

また,袴 をはかない画像も必要と思う。△

Jt膝 を高く上げないことを注意させることが大事だろう。

△

「戻るJボ タンを押しても目次に戻らない。×
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表9 自由記述 「全体を通しての意見 感想 改善点」        表 10 自由記述 「中学生にとっての難易度」
TZablc 9 Flee description Thc opiniOn,thc commcnt,and the im   Tallle 10 FIoc dcscttption`め ifaculty for a junior high scllool stll―

prOving poinど
'                                                      dcnご'

At直 接指導をしていただいている者には大変参考になる   A:分 かりやすい。○

が1全 くの初心者はとつつきにくいところがあるとも思   B:基 本的な動きをわかり易く解説してあると思う。○

う。△                            合 気をかけて投げる人方投げなどは, とても難しい技術
B:こ の教材の技法は,初 心者から上級者まで大変参考にな     で はないかと感じている。×

るものだと思う。○                     合 気道のように接触したときに合気がないものではな

特に合気基本繰法は十年数を経てもうまくできないので,      く 。合気を入れ全ての技法に入るのは,直 接感じ取るも

動きを覚え自習するのに良い。○この教材を繰り返し練     の だと思う。×

習することで,合 気柔術の動きを身につけることができ   ci中 等度かと思う。△

ると思う。○                         た だ,全 くの未経験者には,各 技の難易度は高いように

Ct転 身と同様の運足図が,各 技にあるとわかりやすいかと     思 う。×

思う。△                         Di入 門編として適度な難易度だと思う。○

何らかの武道等経験者にはわかりやすい内容かと思う。    Eiや はり。 よ り理解を深めるには!実 践が必要だと思う。

○                              △

D:一 つ一つ切り取って解説するのは難しいところをす簡潔   Fi四 方投げ,小 手返しなどの部分では初心者には少し分か

に分かりやすく説明していると思う。○            り にくいのでは, と感じた。X

重要なことではないが, レイアウトや語尾,解 説の方法     合 気上げについては,噛 み砕いた表現で分かりやすいと

を統一すればより良い教材になると思う。△          思 う。○

教材としてどこまで見せるかによるが,カ メラアングル     全 体としては,入 門者よりもしばらく学んだ人間が,自
の工夫が必要であると考える。△               分 の理解している内容と比較するような,や や中級者向

E:か なり細部を映しているので奥義の漏えいが′ぶ配であ     け のようにも思う。×

る。△                          Gt集 団に対して教材を用いる場合,個 人差が出るため,画
F:映 像表現について,途 中にアップのカットを挿入するな     一 的な指導が難しくなると考える。このため,指 導者の

どの演出があっても良かったのではないかと思う。△      適 切な判断と指導が重要になるとともに,指 導者の補助
6:初 歩でありながらぅ最も重要な確信部分が詳細に解説さ     者 も出来うる限り配置することが好ましいと考える。個

れており,従 来の体術の教材ではあり得ない画期的なも     人 差,即 ち。それが多様性であり,受 講生が望む限り,
のであると考える。○                    指 導法を絶えず検討 精 査することを指導者が怠らなけ

故に, 中高生のみならず,今 回の教材を用いて適切に指     れ ば,安 易に受講生が増長したり,落 伍することがない

導された受講生は,知 らないうちに,柔術の素地ができ,      と 考える。これは,指 導者の姿と鏡面関係にあると考え
かつ人との関わり方に変化が生まれると考える。○       て いる。△

Hi残 心や手刀など,用 語注釈をつけてもらいたい。×     H:動 画があるので,わ かりやすい。○

能に更新するとともに,高 等学校用及び一般向け教材を開

Itや さしく分かりやすい内容だと思う。○
」:概して中学生でもよく分かると思う。○

発 したい。これに当たっては,中 学校用教材の開発経過か 3)菅 沢夕E元 ,『三大技法に学が 日本伝大東流合気柔術』第 1巻!
ら見て以下の問題が予想され, これらに対する配慮が必要 BABジ ャパン出版局,pp 20?7,(2006)

となろう。

①対人による学習指導後の自習用教材の開発

③教材に即した指導者用マニュアルの開発

④指導者用マニュアルに基づく指導者の養成

参考文献

4)森 和夫,『技術 技能伝承ハンドブック』,JIPMソ リューシヨ

ン, PP 54-74!(2005)

5)新渡戸稲造,「武士道』(矢内原思雄訳),岩波文庫,②内容構成が増えるためcD―Rか らDVD―Rへ の切り替え
pp 80 81,(1970)

6)文 部科学省.『中学校学習指導要領解説 保健体育編』,東 山

書房,P55)(2006)

7)菅 沢茂,「CD ROM教 材の教育現場における活用とその評価J

(科学研究費補助金 (基盤研究 (D)18300263,2006～2008)

1)梅 原猛ぅ『日本文化論』,議 談社学術文庫,pp 34 50.(1992)   に 基づく研究,研究分担者),『東京農工大学大学教育ジヤー

2)中 央教育審議会初等中等教育分科会 「教育課程部会におけ   ナ ル』第 3号,pp 35 52,(2007)

(2008年 5月 26日 受付)るこれまでの審議のまとめJ(2007)
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表 11 教材項目 内 容等 (2008年5月現在)

T a b l o  l l  T h e  i t e n , t h e  c o n t c n t s , c t c  o f  t c t t l l l n g  m a t e l l a l s ( a s  o f  M aェ2008 )

項   目 内  容 文章解説 動画数 動画の展開 静止画数

「はじめに」

① :合気の魅力,楽 しみ

② :教材の使い方

③ :目次 (イラスト含む)
④ :服装す場所
⑤ i道具
⑥ :活動目標
Oi習 得計画 (稽古の階梯)
③ :学び方)練習方法
③ 心構え

○

○

○

○

○

○

○

○

○

01:「ネL」
座

立

①

② ( イラス ト含む)

○

○

1

1

02!「合気上げJ

① !合気上げで何ができる?

② i「合気上げ」の動作
③ !合気上げの動線1

④ i合気上げの動線2

⑤ ;合気上げの練習方法1

⑤ i合気上げの練習方法2

② !合気上げの応用例1

③ ;合気上げの応用例2

○

○

○

○

○

〇

〇

〇

1

03i「人方投げJ

①

②

③

人方投げの形 (かた)

人方投げの解説

人方投げの動作

○

○

○

1

1 2

C14i「素振り」
O:木 刀による素振りの動作
② 十素振りの解説

○

○

1

1 1

05!「受身」
Ｏ

②

受身の動作 (前転 後 転)

前転受身の練習方法

○

○

2

6

06'「合気基本操法J

① モ基本操法1 手首回しの動作
② を手首回しの解説
③ :膝を使った手首回し

④ :猫手の手首回し

⑤ :基本繰法2 人の字の動作
⑥ :基本操法3 つかみ手の動作
④ :基本繰法4 不動の動作
③ :基本操法5 合気呼吸体操

○

○

○

○

　

　

　

○

0 7 : 「膝行法 ( しつこうほ

う) 」

①:膝行法の動作
②:膝行法の解説

○

○

1

1

08:「転身,相 対動作J
身

身

転

転

①

②

相対動作

相対動作の解説 (イラス ト含む)

○

○

09:「一箇条(Vっヽかじょう)

対片手取」

①

②

①

1箇条対片手取
一箇条の解説 (形)
一箇条の解説 (形)

1

2

○

○

○

1

1 0 :「一箇条(Vっヽかじょう)

対正面打」

①

②

③

④

1箇条 (対正面打)1

1箇条 (対正面打)2

1箇 条の解説 1

1箇 条の解説 2(形 )

○

○

○

○

1

1

11;「四方投げJ
①

②

四方投げの動作

四方投げの解説

〇

〇

12;「/1手ヽ返しJ
①

②

小手返 しの動作

小手返 しの解説

○

○

「おわりにJ Oi何 度も繰り返し練習しましょう

※○数字はPPTの シートを示す。
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表 12 2007年度実施アンケート用紙

Tablc 12  Thc paP釘 of thc qllcstion■rallc in the 2007 iscal ycar

/~ンケートヘのこ協力を力炉いします′(経験者対象)両面印刷

当研究会では,現 在)中 学高枝生を対象として 「古典柔術技能に関する映像教材」(古武道編① 「日本伝大束流合気柔術 2007

試用版J)の 内容を改訂しています。このため,や わら経験者の皆さんから自由なご意見や感想をいただき よ りよいものにし

たいと思いますので, ご協力をよろしくお願いいたします。(日本伝統文化教育研究会 代 表 菅 沢 茂 )

おなまえ :         経 験年数 :約    年

1 映 像教材 「日本伝大東流合気柔術 2007Jの 中で,次 の項目について意見 感 想をお聞かせ下さい。

1各項目の,「内容全般」及び 「取扱方法」の [ ]の 中に,以 下の該当する番号をご記入ください。          |

|<内 容全般>① とても参考になった ② 参考になった ③ あまり参考にならなかった ④ 参考にならなかった     |

|<取 扱方法>① とても分か りやすい ② 分か りやすい ③ 少 し分か りにくい ④ 分か りにくい            |

01 :ネし

●内容全般 [  ]取 扱方法 [  ]● ご意見 感 想 改 善点などをお聞かせ ください。

02:合 気上げ

●内容全般 [  ]取 扱方法 [  ]● ご意見 感 想 改 善点などをお聞かせ ください。

03:人 方投げ

●内容全般 [  ]取 扱方法 [  ]● ご意見 感 想 改 善点などをお聞かせ ください。

04:素 振 り

0内 容全股 [  ]取 扱方法 [  ]● ご意見 感 想 改 善点などをお聞かせ ください。

05t受 身

●内容全般 [  ]取 扱方法 [  ]● ご意見 感 想 改 善点などをお聞かせ ください。

06t合 気基本操法

●内容全般 [  ]取 扱方法 [  ]● ご意見 感 想 改 善点などをお聞かせ ください。

07t膝 行法

●内容全般 [  ]取 扱方法 [  ]● ご意見 感 想 改 善点などをお開かせ ください。

08:転 身!相 対動作

●内容全舷 [  ]取 扱方法 [  ]● ご意見 感 想 改 善点などをお聞かせ ください。

091-箇 条 (対片手取)

●内容全般 [  ]取 扱方法 [  ]● ご意見 感 想 改 善点などをお聞かせ ください:

10i一 箇条 (対正面打)

●内容全般 [  ]取 扱方法 [  ]● ご意見 感 想 改 善点などをお聞かせ ください。

1l i四方投げ

●内容全lFk[  ]取 扱方法 [  ]● ご意見 感 想 改 善点などをお聞かせ ください。

12:/1手ヽ返 し

●内容全nt[  ]取 扱方法 [  ]● ご意見 感 想 改 善点などをお聞かせ ください。

●全体を通 して! ご意見 感 想 改 善点などをお聞かせ ください。

2 本 教材の難易度 (むずかしさ や さしさ)に ついてお聞かせ下さい。

3 そ の他,意 見や要望がありましたらお聞かせ下さい。

<お 願い>

○アンケー トは,sugasawa16530yalloo cojp(管沢)ま でメール添付 又 はプリントしたものを.5月 1日にいただければ幸い

です。よろしくお願いいたします。

ご協力ありがとうございました。


